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　多くの人にとって、セカンドライフの収入源は公的年金が中心となるでしょう。

しかし、年金収入だけでは経済的にゆとりのあるセカンドライフを送るのは難しい場合があります。

　そのため、これまでの貯蓄や退職金などの手持ち資金を上手に運用することが求められます

が、有利に金融資産を運用しながら毎月の必要資金との差額を補填したり、イベント支出などに

対応するというのは、実際には難しいようです。

　そこで、経済的にもゆとりあるセカンドライフを実現させるための大切な考え方として、「老後

資金三分法」という方法をご紹介します。

セカンドライフにおける資金設計の難しさ

解決策

●ライフプランをベースとした資金設計プラン（老後資金三分法）を実施する！

⬇

セカンドライフのおもな希望
①「使う」・・・・・・ゆとりある安心した生活を送りたい
　　　　　　 （特に、70代半ばまでは、夫婦で旅行などを楽しみたい）

②「備える」・・・将来が不透明なので、お金は減らさずに確保しておきたい

③「のこす」・・・できれば子どもたちにも、ある程度はのこしてあげたい
— 多くの方が、この３つの希望をお持ちのようです。

希望を叶えるに当たっての問題点
●公的年金だけでは、ゆとりのある生活は難しい
●金融資産の上手な運用と取り崩しが必要となるが……
   　一般的に、「金融資産の有利な運用」は難しい場合が多い

   　運用には手間と時間もかかり、相当な知識も必要になる

   　本当はもっとお金が使えるのに、将来に対する不安から、ゆとりある生活が送れない

   　手持ち資金が減らなかったとしても、将来への不安が解消されるわけではない

   　最終的には財産だけはのこせるが、「ゆとりある生活」も「安心」も得られなかった……

— このようなことにならないためには？

　資金運用を行う際には、預貯金や投資信託、資産形成効果のある保険商品など、「どの商品

をそれぞれいくらぐらい利用してポートフォリオ（資産構成）を組むか」という観点で考えるの

が一般的なようです。

　しかし、お金というのはライフプランを実現させるための道具でしかないのですから、金融商品

から考えるのではなく、セカンドライフにおける「夢」や「希望」、「目的」など、ご自身のライフプラ

ンをイメージすることが何よりも大切です。それぞれの希望（=お金の使い道）に応じて手持ち

資金を分けておけば、お金の役割分担も明確になりますので、希望を叶えるために適した金融商

品なども選びやすくなるでしょう。

　この考え方は、ファイナンシャルプランナーの浅井秀一さんが提唱しているもので、大きく分け

ると前述のような３つの希望があるという方が多いため、「老後資金三分法」などの名称で呼ば

れています。「ライフプランをベースにセカンドライフの資金設計を考える」という点が重要なポ

イントになります。

「使う」「備える」「のこす」で考える

使う
お金

備える
お金

のこす
お金

① ゆとりある生活の
ための資金 使うお金

② 将来のイベント支出や安心の
ために確保しておく資金 備えるお金

③ 配偶者や子どもたちの将来
のための資金 のこすお金

⬇
　 
　
⬇
　  
　
⬇

⬇このうちの「使うお金」「備えるお金」について、次ページ以降で考えてみましょう！

老後資金三分法とは？
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  「使うお金」について考えてみましょう

ただし、公的年金については、しっかりと確認・検討を行いましょう。

「夢の実現」にお金を使ってみる

　　　　●憧れのゴルフコースをラウンド　　　　　　　●夫婦で客船に乗って世界一周
　　　　●リフォームして書斎をつくる　　　　　　　　 ●家の庭にローズガーデンをつくる
　　　　●孫と一緒に夏休みの列車旅行

＜公的年金は2種類＞
　年金には、公的年金と私的年金の２つがあります。

公的年金には「国民年金」「厚生年金」の2種類があ

り、その人の働き方により加入する年金制度が決まって

います。自分が年金をいくらぐらいもらえるのか調べて

おきましょう。

１）「ねんきんネット」で調べる

　下記サイトにアクセスし、必要事項を入力すれば、

年金見込額の試算などができます。

※確認にはユーザー登録が必要です。

「使うお金」

いよいよ夢のセカンドライフ。趣味に打ち込んだり、家族と一緒に旅行に出かけたり……。
自由になる時間があり、健康の不安も少ない時期は 

ご自分やご家族のためにお金を使う時期といえます。

A 「使うお金」の合計 万円   

これからの長いセカンドライフ。生活費も気になります

B 生活に必要な金額　　 ー　　 万円   a b

まずは今後を楽しむためのお金をチェックしましょう。
（P.14〜15も参考にしてみてください）

公的年金について

２）「ねんきん定期便」を見る

　毎年1回、誕生月に国民年金および厚生年金保険の

加入者（被保険者）に対して、日本年金機構から、年金

見込額などを記載した「ねんきん定期便」が郵送されて

きます。

＜公的年金を上手にもらうために＞
①年金の支給開始年齢と年金受給額の確認

②年金の受給手続きについて確認

③働くと年金が減るかどうかを確認

会社員の老齢年金（老齢基礎年金＋老齢厚生年金）の
受給額の目安（年額）
国民年金（老齢基礎年金）は40年加入（20歳～60歳）、平
均給与とは全ての厚生年金加入期間の給与を再評価して
平均した額（賞与は年間3.6カ月）    ※2017年度価格（年額）

BA⬇P.29に　　　　の合計を記入してください。

厚生年金

国民年金（基礎年金）

自営業者
など

会社員、公務員・私立学
校教職員など

第２号被保険
者の被扶養

配偶者

第１号
被保険者

第２号
被保険者

第３号
被保険者

	 　※2015年10月に共済年金は厚生年金に統一されました
厚生年金
加入期間 10年 20年 30年 40年

平均給与

25万円 99万円 121万円 142万円 163万円

35万円 108万円 138万円 168万円 198万円

40万円 112万円 146万円 181万円 215万円

45万円 116万円 155万円 193万円 232万円ねんきんネット

インターネットで検索

※当冊子の記載内容は2017年10月現在の公的制度に基づいております。


